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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平成１２年　（H12～H16　第４次計画）
老人保健事業　健康診査
節目検診（40歳、50歳）を対象とする「骨粗鬆症検診」として独立

骨粗鬆症検診
保健事業第４次計画の推進
疾病（特に生活習慣病）予防のための施策の推進
歯周疾患及び骨粗鬆症についても取組を推進することが重要である。
平成3年「保健事業第３次計画に関する意見」
がん検診においては受診率を向上を図るべきであり、その際未受診者対策を徹底するため、少なくとも40歳、50歳といった節目の年齢を迎える対象者全員に重点的に受診を呼びかける、いわゆる節目検診の普及等、創意工夫をこらした対応が必要である。

実施にあたって
医療等以外の保健事業の実施の基準　（S57.11厚生省告示185号）
保健事業実施要領
　　　　　　　　　（H12.3.31老発第334号　最終H17.3.31老発03311023号）
骨粗鬆症予防マニュアル（H12.4厚生省老人福祉保健局老人保健課）

目的
骨折等の基礎疾患となり、高齢社会の進展によりその増加が予想されることから、早期に骨量減少者を発見し、骨粗鬆症を予防する

対象・実施回数
40歳及び50歳の女性　　原則として同一人について年1回

平成１７年　（H12~H16　第４次計画）

骨粗鬆症検診の対象年齢の拡大

対象年齢
40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、65歳及び70歳の女性に拡大

実施にあたって
これまで同様、平成12年度に作成された「老人保健法による骨粗鬆症予防マニュアル」を利用し、実施
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